
資源循環 化学物質管理
基本的な考え方
　循環型社会の実現に向け、企業活動で発生する排出
物や製品の３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に関
する取り組みを推進しています。
また、水資源の保全についても世界的な重要課題で

あると認識し、取水量の削減や法規制より厳しい自主基
準での排水など、さまざまな取り組みを進めています。

ゼロエミッションに向けた取り組み
　第８次環境中期計画では、事業所からの排出物にお
いて2025年度リサイクル率99.5%以上を目標に掲
げ、取り組みを推進しています。

製品リサイクルサービス
　環境省の広域認定制度の認定を受け「製品リサイク
ルサービス」を行っています。このサービスは、お客さ
ま先で使用済みとなったエスペックの環境試験器につ
いて、お客さまと｢産業廃棄物処理委託契約｣を締結
し、有償にて製品を回収し、再資源化するものです。
2022年度は使用済み製品を473台回収しました。

水資源の保全
　水資源の保全に向け、水のリスク評価を行うととも
に、日々の事業活動における取水量の削減や水のリサ
イクル利用、排水処理・排水水質の適正な管理などに
積極的に取り組んでいます。排水においては、法律や
条例の排出基準よりもさらに厳しい自主基準値を設定
し、事業所単位での管理を徹底しています。

基本的な考え方
　私たちは製品設計にあたり、使用制限物質を指定し
有害物質の使用を削減してきました。また、事業活動
で使用する有害物質の管理やグリーン調達によって、
環境の汚染防止に努めています。

EU-RoHS指令
　EU-RoHS指令における6品目の有害物質について
は2013年から順次自主的にEU-RoHS対応製品の
提供を行っています。また、2021年7月から規制が強
化されたEU-RoHS指令における10品目についても、
EU向け製品への対応を完了しました。水銀に関する条
約への対応では、製品に使用している該当部品を
2020年度中に全廃しました。

アスベスト対応
　過去の製品において断熱材などにアスベスト含有部
材を使用していた時期があります。2006年6月末まで
に全ての部品においてアスベスト含有部材の使用を取
り止めています。従来から製品をご利用いただいてい
るお客さまに対しては、製品のアスベストに関する情報
をWebサイトや個別対応で情報公開しています。

PRTR法（化学物質排出移動量届出制度）への対応
　危険有害化学物質の使用に際し、SDS（安全データ
シート）の配備、使用・保管に関する手順書の整備、よ
り安全性の高い物質への置き換えなど、適正な管理を
実施しています。当社は、2019年度にPRTR対象物質
「1-ブロモプロパン」の使用を全廃しており、年間取扱
量は1t未満であるため行政への届出対象外となって
います。

当社は、CO2排出量実績の信頼性向上のため、CO2排出量報告書を記載した別途発行の「温室効果ガス排出
量報告書」に対し、ＫＰＭＧあずさサステナビリティ株式会社による第三者保証を受けています。保証内容の詳細
については当社Webサイトでご確認いただけます。

■温室効果ガス排出量（連結） （単位：t-CO2e）

https://www.espec.co.jp/sustainability/env/data.html
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SCOPE 3 合計

SCOPE １・２・３ 合計※

■エネルギー使用量（連結）
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（自社太陽光発電・電力証書・再エネ電力メニュー分を含む）
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※ SCOPE ２はマーケットベースを使用した算定

P31　環境データ（取水量）

P31　環境データ（2022年度 PRTR実績）
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